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　P θ’yg（〃 luM 　tinctoriu 〃1　Lour．　has　been　used 　as　a　crudc 　drug　for　pyrexia，　food　p｛，isoning

and 　infiammatio皿．　We 　investigated　the　effeじ11｝f　R 　tinctorium 　｛〕n　the　serum 　eh 【〕1estem】a皿d

triglyceride　levcls　of　hyperlipidemic　nlice　iIlduced　by　a　high　fat　diet．　After　20　weeks 〔⊃f　a

high　 fat　diel　feeding，　the　serum 　 cholestero 】 and 　triglyceride　leve】s　 were 　 significanUy

increased，　 whereas 　 lhe　 mlce 　 on　重he　 1λ　tinct‘）rium −supplemented 　high　煎 　diet　 had

significantly　decreased　serum 　cho 】esteroj　and 　lriglyceride　leveis．　These　resu】1s　suggesl 　that

’
J．tincto厂iu〃 1　imprl）ves 　hyperlipidemia　induced　by　a　high　fa童diet．

Keywords ：R 　tinctoriu 〃1，hyper］ipidemia，　cholesIem 】，　triglyceride

近年 の 疫学調査 に よ る と、生 活習慣病 と称 され る

高脂 血症 、糖 尿 病 、動脈硬化 な どの 疾 病が 増加 し

て い る こ とが 報告さ れ て い る 。こ れ らの 疾患 の 原

因と して 、食生活 に お ける 摂取脂肪分の 増加お よ

び運動 不 足 か ら 誘発 さ れ る 肥 満 、特 に 内臓 脂 肪の

蓄積 お よび そ れ に 伴 う内臓脂肪 か ら分泌 さ れ る

種 々 の 因 子 に よ っ て 誘導され る高血 圧 ・脂 質代 謝

異常 に 因 る危険因子 の 増大 と い うこ とが 主 に あげ

られ る 。 こ れ らの 要 因に 、個人が有する遺伝 的な

要因が加わ っ て こ れ らの疾患 を引き起こす と考 え

ら れ る 。

　さ て 、藍 は古来 よ り阿波国 （徳島県 ）お よび石

見国 （島根県） な どで 古 くか ら染料 の 材料 と して

栽培さ れ て い た植物で ある が 、鎮痛、解熱、解毒

お よ び消 炎作用 を持つ 生薬 と し て も用 い ら れ て き

た もの で ある 。 近年で は藍 の 有効成分 と して 抗癌

イ乍用
2）

を持 つ tryptanthrin や 抗 ウ イ ル ス作用
3〕

お よ

び抗菌作用
4）

を持つ kaempfero1等が報告 されて い

る 。

　植物成分 の 中には高脂 血症の 改善作用を持 つ も
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の と して 植物 ス テ ロ ール
5〕

お よび 　quercetii ］

E’｝
等が

報告 され て お り、我 々 は蓼藍（P．tinctiunj　Lour，）に

着 目 し 、 こ の よ う な 高脂 廊 症 の 改 善効 果 を

C57BL ／6Jマ ウ ス を用 い た高脂肪食誘導性 の
．・一・

過性

高脂血症 モ デ ル
1｝’7〕

に て 検討 した 。

実験 材料 と方法

　食餌の 材料 は methionine は和光純薬工 業 （大阪 ）

か ら 、 lardは雪印乳業 （東京）か ら、そ の 他 はオ リ

エ ン タ ル 酵母 （東京）か ら購 入 した。藍 サ ン プ ル

に 関 して は 、 島根県 に て 1997 年7月 に採取 した蓼

藍 の 地 上 部を ミ キ サ ーに て 粉砕後、水抽 出画分 を

凍結 乾燥 し 、 実験 に用 い た 。 また C57BL ／6亅マ ウ ス

（雌）は 日本 ク レ ア （東京）か ら購入 した 。 血 中

の トリ グ リセ リ ドお よび コ レ ス テ ロ ール 濃度は 和

光 純薬工 業の 酵素法に よ る キ ッ ト、 トリグ リセ リ

ドG テ ス トワ コ ーお よ び コ レ ス テ ロ ー
ル C 且 テ ス ト

ワ コ ーを用 い て測定 した。

　実験 方法と して は 、7週齢 の C57BL ／6Jマ ウ ス に

Table　1に 示 す食餌 を与 えた 。 な お 、こ の Table　1に

示 して い る高炭水化物食は コ ン トロ ール の 代 用で

ある 。実験群 と して 、藍無添加高炭水化物食群、

藍無添加高脂肪 食群 、藍 0，1％添加高脂肪食群お よ

び藍 1％ 添加高脂肪食群の 4群に分けて 飼育 を行 っ

た。

Table　l

　Composition　of 　thc　High −Carbohydrate　Diel　a踐d　Iligh

Fat　Diets

なお 、藍は 重量比 あた りの 割合 で 添加 し、一
群 当

た り10 か ら 12 匹 で 実験 を 行 っ た 。飼育期間 中は体

重 を週
一

回 の割合で 測定 し、20 週経過時点にお い

て 、一一
晩絶食 後眼底 よ り採血 を行 い 、由1清中 の ト

リグ リセ リ ドお よ び コ レ ス テ ロ ー
ル の 測定に 供 し

た 。 そ して 飼育開始43週経過時点で
一一

晩絶食後屠

殺 を行 い 、血清中の トリグ リセ リ ドお よ び コ レ ス

テ ロ ール濃度を測 定 した ，

　検定法に 関 して は、BonferronVDunn の検定法 を

用い 、危険率5％ に お い て 有意差 を判定 した 。

結 果

1．成長 に及ぼす影響

　 Fig．1に飼育時の 体重変化 を示 した。飼育開始 8週

間経過後の 時点 よ り藍無添加 高炭水化物 食群 とそ

の 他の 3群と の 間で 比較する と有意な体重 の差が観

察 され、そ れ以降実験終了時 ま で こ の 有意な体重

差は 継続 して 認め られ た c，
…方、藍の 添加 に よる

体重増加へ の 影響は顕著 には見 られな か っ た が 、

若干 、藍 の 添加 食群 で 体 重 増加 が 鈍 る傾向が 観察

された 。 なお 、デ
ー

タ に は示 して い な い が 、実験
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Gain　of 　Mice　Fed　a　High 　Fat　Diet
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期 間 中 の 平均摂餌量に 関 し て は各群 間 で 差 が 見 ら

れ なか っ た。

2．血清 中の 脂質濃度に 及 ぼ す影響

　 Fig．2に 血清 中の トリグ リセ リ ド濃度 （mg ／dD の

測 定結果 を示 した 。 飼育開始20 週 経 過 の 時点で

は 、藍無添加高炭水化物食群 の値 、即ち103 ± 19

と 比 較 して 藍無添加 高脂肪食群 の 値は 145 土 25 と

な り、有意な濃度 の 上昇 が観察 された 。 そ の 一方

で 、藍無添加高脂肪食群 と 比較 して 、藍 0．1％添加

高脂 肪 食群 （125 土 23 ）お よ び藍1％ 添加高脂肪食

群 （120 ± 17）の 両群で 有意 な低下作用が 認め ら

れ 、そ の 作用 は藍 の 用量依存的で あっ た。飼育開

始43 週経過 時にお い て は、 トリ グ リセ リ ド濃度は

餌 の 種類お よ び藍 の 添加 の 有無 に 係 らず全 て の 群

に お い て 通常値 に戻 り、そ の た め 藍 の 効果 も確認

で きなか っ た。

　Fig．3に コ レ ス テ ロ ール濃度 （mg ／dl）の測定結果

を示 し た 。 トリ グ リ セ リ ドの 結 果 と同様に 飼 育 開

始20 週経過の 時点に お い て 、藍無添加 高炭水化物

食群 の 値、106 ± 29 と比較 して 藍無添加高脂肪食

群で は 198 ± 39 とな り、有意な 上昇が 認め られ

た 。 また 、 藍0，1％ 添加高脂肪食群 （146 ± 42 ）お

よ び 藍 1 ％添加高脂肪食群 （121 ± 33 ）の両群 に お

い て 、藍無添加 高脂肪食群 と比 較 して 有意 な低 下

f乍用が 認め られ た 。 そ の 作用は 、 トリグ リ セ リ ド

の 結果 と同様 に 藍 の 用量 依存 的な効果 を示す結果

とな っ た 。 飼育開始43週経 過 の 時点に お い て は、

（263）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

各高脂肪食群で 有意 に 高い もの の 、そ の 上 昇の 程

度は 20 週経過時点 と比較 して 弱 く、藍の 効果 は確

認で きなか っ た n

考察

　 本実験 に お い て は、通常の C57BLf6J マ ウ ス を用

い た高脂肪食誘導性 によ る 高脂血症の ため 、体重

に 関 して は高脂肪食群で 有意な体重の 増加が 認め

られ、また U［L清 コ レ ス テ ロ
ー

ル お よび トリ グ リセ

リ ドの 変化 よ り、腿満 を伴 う食餌誘導性の 高脂血

症が 誘導す る こ とが で きた と考 えられ た。血清中

の 脂質パ ラ メ ータ ーに 関 して は、20週経過時点 に

お い て藍無添加高脂肪食群 と比較 して 藍 0．1％ 添加

高脂 肪食群 お よび藍 1％添加 高脂肪 食群の 両群にお

い て ト リ グ リセ リ ドお よ び コ レ ス テ ロ ー
ル 濃度 の

有意 な低 下 が 観察 され 、藍が 高脂血症 に対 し有効

で ある こ とが 示 さ れた 。 しか し43 週経過時点 に お

い て は、藍 の 有効作用は認め られな か っ た 。 今回

行 っ た高脂肪食誘導性 の 高脂血症 モ デ ル は、遺伝

的異常に よ る モ デ ル で はな く、食餌 誘導性 で ある

とい う背景 か ら、高脂Jt皿症が
一

時 的に誘導される
7 ｝

こ とが 多 くの 動物 モ デ ル にお い て 知 られ て い る。

こ の 要 因 として 、生体にお い て 内因性 の コ レ ス テ

m 一
ル お よび トリグ リセ リ ドの 合成能お よ び リボ

蛋 白代謝 を変化 させ る こ とで 1血中の 脂質濃度 を
一・

定に保持 す る作用 が働 くため と考え られる 。 従 っ

て 本 実験 で も、43 週 の 時点 で 、高脂肪 食に よ る ト

リ グ リ セ リ ドの 上 昇が 認め られな くな り、そ れ に

伴 い 藍 の 有 効性 も認 め られなか っ た も の と思われ

る 。 また 、
コ レ ス テ ロ ール に関 して は高脂肪食群

で 有 意 な上昇 が 見 られ る もの の 、43 週経過 の 時点

に お い て 正 常値 に 回帰 して い る傾向が 観察 され、

誘導 した 高脂正鮭症か ら の 回復期に あ り、次第に ト

リ グ リセ リ ド と同様の 結果に なる と思 われ る 。一

方、こ の様 に 43 週経過時に 高脂肪食群 にお い て コ

レ ス テ ロ ール の ．ヒ昇が み られた背景に は 、20 週経

過時点 と43 週経過時点の 間に お い て 、食餌脂肪 中

の 飽和脂肪酸 な ど に よ っ て 血 液中の リボ蛋 白組

成、即 ちVLDL 、　 LDL およびIIDLの 比が 変化 した可

能性 も推測 され、そ の こ と が ト リグ リセ リ ドに 差

が見 られ な い の に対 し、コ レ ス テ ロ ール の 上 昇を

示 し、また藍の効果が示 され な か っ た原 因の ひと

つ と し て 考 え られ る が 、 詳 しい 機構 は不明で あ

る 。

　 さて 、藍の 高脂血症 に対する 有効成分 と して 考

えら れ る もの の
一

つ と して flavonc ）id類が あ る。

flaVOnoi｛lueの 生理 活性 と して は fflliffコ レ ス テ ロ ー

ル の低下作用
S）

お よ び トリ グ リ セ リ ド濃度の 低下作

用
6｝
が報告され て い る。また こ れ らと異な っ た作用

の 相乗作用 で 抗動脈硬化作用を示すとい う報告
9）

も

ある 。藍中に、こ れ らの flav。noid 類が含有され る

こ と
a〕
か ら、flavonoid類が藍 の 高脂血 症に対する有

効性 の
．．一端 を担 うこ とが考え られ る 。また、藍中

に存在する生理 活性成分 には前述 したtryptanthrin

’Pkaempferolの 他に もindirubin上e ）

等が報告され て い

る こ とか ら、fiavonoid類の 他に高脂血症の 改善効

果 を示す成分が存在する こ とが 予 想 され 、そ の 成

分 に 関 して も現在研 究 を行 っ て い る と こ ろ で あ

る 。
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